










②社会「生 •• •自己中心性から集団意識へ。 自 他の区別。 コミュニケーションカ。
③認識・社会 ・自然の認識。時間空間の連続性・系統性の獲得。数量 ・形の認識。
④感情..相手の反応や，対象との関わりを通した感受性。意欲の形成。









ぐ ・触れる ・ 食べる」といった五感を通した活動によって，ひと• もの • ことへのかかわりを深






































も ②工夫してもの作りができる子 ②友だちを大切にできる子 ②さまざまな表現方法に親しみ，自己
像
・素材へのかかわり ・友だちや，身近な人とのかか 表現力を発揮できる子
・素材の特性への気付き わり ・コミュニケー ションカ
・直接かかわる体験
など など など






































① リアルな体験学習と生活の結合 ※real raw material 
子どもによって興味の対象は違う。そこで， 1人の言葉から出発したり，身近な現象や素材ヘ
の興味を引き出したり，みんなの世界をひろげていくような単元構成が必要である。連続性 ・系
統性，つまり子どもが意識の中に 「テーマ」をもてるように配慮し，素材 ・体験ともにほんもの
に触れられるようにし，学習したことが現実感をともなうようにする。素材そのものにこだわり，
素材の本質に迫る活動を多く取り入れる。
②季節を感じる活動 （季節の遊び，季節を食べる・栽培・飼育）※realtime 
現代は「季節感」が感じられにくい。とはいうものの，附属小は自然に恵まれた環境にある。
四季の移ろいの美しい日本をよく知るために，附属小の環境も最大限に活用しながら，季節毎の
自然の特徴や年中行事，習慣，遊び，店の商品やディスプレイ，人々の装いや食べ物などを経験
させる。
③人とかかわる活動 ※relation 
人は，常に誰かと関わって生きている。コミュニケーションカのベースになるのは「かかわり
たい」「知り合いたい」という前向きな意欲である。子どもの生活を支えるさまざまな人にかかわ
り，仕事への気付きや，人とかかわることへの意欲を育てる。「こんな人になりたい」「あんなふ
うになりたい」と憧れを感じたり，世界をひろげるきっかけになったりするような出会いをさせ
たVヽ゜
④表現活動の充実 ※representation 
活動や体験を通して，学ぶことは多い。表現活動を充実させることで，さらに認識を深め，新
たな気付きを促すことができる。また表現を交流し，伝え合う活動により，友だちの考えや気付
きに触れ，対象に対する認識はさらに深まる。
⑤異質性を認め合う（世界を知ろう） ※respect 
自己中心的なものの見方から，多様性や異質性へ目を向けるとともに，共通性にも気付き，
互いに尊び合い，コミュニケーションカの基礎を育むために世界の人々の生活や食べ物，呂
葉，遊びなどを実際に体験できるようにしたい。
4. 研究の評価
リアルな体験を通して，学習と生活を結びつけることができたか。
季節感のある学習活動を通して，季節の移ろいや変化に気付くことができたか。
人とかかわる中で，自分の生活にかかわる多くの人の存在に気付き，自分の生活を見つめる目
が豊かになったか。
表現活動を通して，認識力を深めるとともに，友だちと自分の気付きを交流する楽しさを感じ
ることができたか。
自分と相手の違いに気付き，興味をもってかかわることができたか。
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